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 農林水産物をはじめとする本県の一次産品は、様々な素材が一流品として注目されている。ま

た、製造業においても技術開発に積極的に取り組み、特許等の工業所有権を取得している企業も

見られる。しかし、良質の素材が有り加工や生産技術が向上しているにも関わらず、企業独自製

品としての二次加工製品の商品開発がそれ程活発ではなく、工業系企業では大手企業のＯＥＭ製

品の生産に留まっていることが多い。このため、本県の優秀な製品の価値を評価し、商品構成上

不足な価値や高めるべき価値を見極め、商品化へ結びつけるものである。 

 

 

 

 

 


